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海外で日本の「モノづくり」が紹介されるとき、かつての「Made in Japan」
ではなく「KAIZEN（改善）」とか「KANBAN（かんばん）」のように、日本
語をそのまま表記する記事を見るようになった。日本独自の「モノづくり
（MONODZUKURI）」が、世界的に認められつつある。しかし「モノづく
り」とは一体どのようなものだろうか。「わび」とか「さび」のように、日本
人であれば何となく理解し、通じ合えているが、いざ説明しようとすれば、言
葉に窮してしまうのではないだろうか。「もったいない」という言葉も、海外
の人によって気づかされた大量生産大量消費社会の中で、忘れていた日本の古
くからの文化である。実は「改善」も「かんばん」も、「もったいない」の実
践といえる。無意識の文化に潜む「モノづくり」。その源流は、260余年続い
た平和な江戸時代が生んだ文化だと考えている。〔講師：鈴木一義氏より〕
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2024年11月16日(土) 13:00ごろ 国立科学博物館(上野)集合

江戸時代の文化から見る日本のモノづくり

文化私論 1●博物館展示見学会
2●道具学レクチャー
3●意見交換会(懇親会）
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